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別表示談書

損害賠償内訳書牙

常総市(以下｢甲｣という｡)と (以下『乙』という‘)とは,平成
23年9月21日に到来した台風15号の豪雨による鬼怒川の増水に伴う浸水に
よって生じた乙の損害を甲が賠償することに関し，次のとおり示談する。

_ ･ ﾏ 毎 ｡ 』 2e,守 ､ ● ﾏ も - .

ﾛ■ ■ I■■ ロ
■ ■■■

1本件の状況

平成23年9月21日に到来した台風15号による豪雨のために翌22日に
鬼怒川が増水した筑甲の管理する星野宮排水糖管のゲｰﾄ操作が遅延したこ
とによって鬼怒ﾉIIの水が堤内に逆流し，乙の所有する家屋が浸水し損害を受け
た。

●

●
｜

’ 2示談の内容 ’

（1）甲は，乙が浸水によって受けた本件の損害に対する賠償金として，別表損
害賠償内訳書のとおり金i, 092,912円を乙に支払うものとする。
(2)甲及び乙は,乙が浸水によって受けた本件の損害及びこれに対する甲の賠
債に関し，今後いかなる事情が生じても異議の申立てをしないことを磯約す

〆る。
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以上のと鶏り…立し鐙鰯窺奉書塗2漉熊麟心,顎蕪溌Ziが謁縦識Z記
名押顛し，各自1遥謹課議載る．

率歳28鴇妙月寸白

甲窪所 常篭市寒海道諏訪町32
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損害賠償の種類 薮鼠 単価(円） 金額(円） 摘要

住宅修繕工事費

q

1式 857,2?2
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’ 別 表一

損害賠償内訳書
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損害賠償内訳書

襄 ≦

●1-霊騨竪‘蹴鷲竪雛榊鷲囎匪
1本件の状況

平成23年9月21日に到来した台風15号による豪雨のために翌22日に

鬼怒川が増水したが

震壬封ロ 唇

，甲の管理する星野宮排水樋管のゲート操作が遅延したこ

とによって鬼怒川の水が堤内に逆流し，乙の所有する家屋が浸水し損害を受け

た。

L ‐

）
琴

＝

2示談の内容

（1）甲は，乙が浸水によって受けた本件の損害に対する賠償金として，別表損

害賠償内訳書のとおり金699， 000円を乙に支払うものとする。

（2）甲及び乙は，乙が浸水によって受けた本件の損害及びこれに対する甲の賠

償に関し，今後いかなる事情が生じても異議の申立てをしないことを確約す

る。

（3）甲及び乙は，本件に関し，前2号に定めるもののほか，何ら債権債務のな

いことを相互に確認する。
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以上のとおり示談が成立したので，本書を2通作成し，甲及び乙がそれぞれ記

名押印し，各自1通を保有する。
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損害賠償の種類 数量 単価(円） 金額(円） 摘要

家屋補修工事費 1 式 609,000

シロアリ防除再工事費 1式 90,000

計
699,000
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損害賠償内訳書

表別
1

1
1 示談書

I

常総市(以下｢甲｣という｡)判1(以下｢乙｣という｡)とは,平成
23年9月21日に到来した台風15号の豪雨による鬼怒川の増水に伴う浸水に

よって生じた乙の損害を甲が賠償することに関し，次のとおり示談する。

一 一

’
1

1
P

’ 1本件の状況

平成23年9月21日に到来した台風15号による豪雨のために翌22日に

鬼怒川が増水したが,甲の管理する坂巻排水樋管のゲート操作が遅延したこと

によって鬼怒川の水斌堤内に逆流し，乙の所有する乗用車が浸水し損害を受け

た。

’

⑪ 2示談の内容

(1)･甲賦乙が浸水によって受けた本件の損害に対する賠償金として，別表損

害賠償内訳書のとおり金1，877， 720円を乙に支払うものとする。
グ

（2）甲及び乙は，乙が浸水によって受けた本件の損害及びこれに対する甲の賠

償に関し，今後いかなる事情が生じても異議の申立てをしないことを確約す

る°
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以上のとおり示談が成立した画で，奉書を2通鰄し。甲及"乙がそ識ぞ銅記

名押印しり各凱雛鐸有する･

平鯉3年〃月遵日
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損害賠侭の種類 数量 単価(円） 金額(円） 摘要

乗用車損害賠償費 1式 1,859,720

就業不能補償 ､1 日 O@ 立会日

計 1,877,?"
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損害賠償内訳書
常総市(以下｢甲｣という｡）と■■■■■(以下｢乙｣という｡）とは,平成
23年9月21日に到来した台風15号の豪雨による鬼怒川の増水に伴う浸水に．

よって生じた乙の損害を甲が賠償することに関し，次のとおり示談する。

●

十：

●

1本件の状況

平成23年9月21日に到来した台風15号による豪雨のために翌22日に

鬼怒川が増水したが,甲の管理する坂巻排水樋管のゲｰﾄ操作が遅延したこと

によって鬼怒川の水が堤内に逆流し，乙の所有する乗用車が浸水し損害を受け

た。
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2示談の内容

（1）甲は,乙が浸水によって受けた本件の損害に対する賠償金として，別表損

害賠償内訳書のとおり金185， 391円を乙に支払うものとする｡

（2）甲及び乙は，乙が浸水によって受けた本件の損害及びこれに対する甲の賠

償に関し，今後いかなる事情が生じても異議の申立てをしないことを確約す

．る°

I

’ 以上鯵と鍔り…したの電本書を2通作成し。甲蕊灘癖Z樹1記

'名錦印遜;餐賞ﾕ蕊を鯖す鐙。
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損害賠織の種類 数篭 単価(円） 金額(円） 摘要
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別表示談書

損害賠償内訳書
常総市似下[甲｣という｡) (以下『乙｣という｡)とは
平成23年9月21日に到来した台風15号の豪雨による鬼怒川の増水に伴う浸
水によって生じた乙の損害を甲が賠償することに関し,次のとおり示談する。

！

’

I

」

’
1

1 ．本件の状況

平成23年9月21日に到来した台風15号による豪雨のために翌22日に
鬼怒川が増水したがb甲の管理する坂巻排水樋管のゲｰﾄ操作が遅延したこと
によって鬼怒川の水が堤内に逆流し，乙の所有する乗用車が浸水し損害を受け
た。

I

2示談の内容

（1）甲ば乙が浸水によって受けた本件の損害に対する賠償金として,別表損
害賠償内訳書のとおり金450,450円を乙に支払うものとする｡

（2）甲及び乙は，乙が浸水によって受けた本件の損害及びこれに対する甲の賠
償に関し，今後いかなる事情が生じても異議の申立てをしないことを砿約す
るo ．

’

8

以上⑳とおり示談瀧航した②逼泰響を2溺餓K"も甲卿乙鵬秘欝蠅
名押印し,:各自玉謹を録繍篭。
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損害賠償の種類 数量 単価(円） 金額〈円） 摘要

乗用車修理費 1式
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